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【研究背景】

2018年に発生した西日本豪雨災害では、呉市安浦町でも大き
な被害があり、被災者の多くが高齢者であった。

西日本豪雨災害による死者・行方不明者の5割超えは屋内で被
災していたとの結果（静岡大防災総合センターまとめ）が出
ており、避難行動を促す情報が発令されていたにも関わらず、
人的被害が多く発生したことにより、災害時に自治体から避
難情報が発表時に、通常の生活能力別に対応した安全かつ迅
速な避難が必要とされる。

【研究目的】

「高齢者等避難時における安全・迅速な
避難方法を構築すること」



【調査内容】

①中畑地区65歳以上（令和3年9月現在）の住民

災害時避難に関するアンケート調査

②避難経路時に使用する

道路状況調査

③地域防災訓練への参加

避難状況把握

（R3.11.21）



【アンケート内容】

問１ 家族構成について（一人暮らし等）

問２ 外出時の移動手段について（自動車等）

問３ 災害等で困った際、誰に助けてもらうか

（地域の方等）

問４ 日常の通信手段について（固定電話等）

問５-①災害情報を何から得ているか（テレビ等）

問５-②西日本豪雨災害時に「高齢者避難指示」

発令後に避難したか

問５-③②の質問で「避難した」のは自主的か

（家族に促された等）

問５-④②の質問で「避難しなかった」理由

※選択式回答



【結果】
問１．家族構成について

一人暮らし：4名

子供と同居：4名

夫婦2人暮らし（配偶者64歳以下）：1名

夫婦2人暮らし（配偶者65歳以上）：6名

その他（実母同居）：1名

問２．外出時の移動手段について

徒歩：3名

車（自身が運転）：11名

車（人が運転）：2名

問３．災害等で困った際、誰に助けてもらうか

近隣の方：9名

配偶者：1名

子供：4名（同居：1名、別居：3名）

兄弟姉妹・親戚：1名

問４．日常の通信手段について

固定電話：5名

携帯電話：11名

問５-①．災害情報を何から得ているか（複数回答）

テレビ：7名

ラジオ：1名

携帯電話緊急即報：4名

防災無線：9名

民間警備サービス：1名

問５-②．西日本豪雨災害時に「高齢者避難指示」発

令後に避難したか

避難した：4名

避難しなかった：12名

問５-③．②の質問で「避難した」のは自主的か

自主的避難：1名

家族・知人に促されて：3名

問５-④．②の質問で「避難しなかった」理由

自宅が安全な場所だった：5名

まだ大丈夫だと思った：2名

避難指示発令を知らなかった：1名

一人で避難することが不安だった：1名

その他：1名

平均年齢78歳 16名



集団同調性バイアス

他の人も逃げてない

楽観

自分は大丈夫

オオカミ少年効果
前の大雨でも

何も起こらなかっ。

警
報

【考察】

問５-④、②の質問で「避難しなかった」理由

＊自宅が安全な場所だった

＊ひとりで避難することが不安だった

＊まだ大丈夫だと思った

＊避難指示発令を知らなかった

＊寝たきりの母がおり避難しなかった

＊近所の人も避難していなかった

対 策

①個別避難カードの作成

②避難器具の製作

正常性バイアス

過小評価



【対策１：個別避難カードの作成】

どのタイミングで避難すればいいのか

分かりやすくするため

個別避難カード作成

避難カード 意識付け 避難



表



裏

日本赤十字社東京支部作成



【対策２：避難器具の製作】

①牽引用バー取付け

３段階の長さ調整可

※取り外し可能な物は振

動等で外れた場合危険

②持ち手

太くし握りやすくした

③ブレーキ取付け

④反射テープ・ライト

３

２

１
４

支援者・要支援者が安全・迅速に避難可能

車椅子艤装





中畑地区避難用車いす検証
第一検証箇所：中畑自治会館東南東80ｍ地点

① ②
③

④ ⑤ ⑥

地点傾斜度 ① ６度
② ４度
③ ８度
④ ４度
⑤ ４度
⑥ ９度



要支援者
体重

性別
支援者①
年齢

性別
支援者②
年齢

性別
傾斜角度
（°）

①上り 70㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

6
①下り 68㎏ 男性 地区会長 男性 23歳 男性

②上り 70㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

4
②下り 68㎏ 男性 地区会長 男性 23歳 男性

③上り 70㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

8
③下り 68㎏ 男性 地区会長 男性 23歳 男性

④上り 70㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

4
④下り 68㎏ 男性 地区会長 男性 23歳 男性

⑤上り 70㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

4
⑤下り 68㎏ 男性 地区会長 男性 23歳 男性

⑥上り 70㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

9
⑥下り 70㎏ 男性 20歳 男性 23歳 男性



地点⑥：傾斜角度９度地点③：傾斜角度８度

地点③ 下り 地点⑥ 上り

支援者②

要支援者

支援者①

車椅子乗車：要支援者 牽引バー持ち手：支援者① 車椅子後：支援者②



中畑地区避難用車いす検証
第二検証箇所：地倉神社北北東200ｍ地点

地点傾斜度
① ８度
② 12度
③ ８度
④ 10度
⑤ ４度①

②

③

④
⑤



要支援者
体重

性別
支援者①
年齢

性別
支援者②
年齢

性別
傾斜角度
（°）

①上り 42㎏ 女性 23歳 男性 20歳 男性

8
①下り 42㎏ 女性 23歳 男性 20歳 男性

②上り 42㎏ 女性 23歳 男性 20歳 男性

12
②下り 42㎏ 女性 23歳 男性 20歳 男性

③上り 42㎏ 女性 23歳 男性 20歳 男性

8
③下り 65㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

④上り 42㎏ 女性 23歳 男性 20歳 男性

10
④下り 65㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性

⑤上り 42㎏ 女性 23歳 男性 20歳 男性

4
⑤下り 65㎏ 男性 23歳 男性 20歳 男性



地点④
傾斜角度：10度

地点④ 下り

地点④ 上り

車椅子乗車：要支援者 牽引バー持ち手：支援者① 車椅子後：支援者②

支援者①

要支援者

支援者②



避難用（牽引バー取付）車椅子
・前後で介助するため安定し、
転倒防止。
・下り坂で要介助者を前向き
にする必要がなくなる。

・2名の介助者がいることで
安心感がある。

・乗員者の状態等を確認でき
る。

通常の車椅子
・平地では操作が楽である。
・一人で使用出来る。
・使い慣れている。

R3.11.21中畑地区防災訓練時写真



牽引用バー取付け車椅子
・前後で介助するため安定し、
転倒防止。
・下り坂で要介助者を前向き
にする必要がなくなる。
・2名の介助者がいることで
安心感がある。
・乗員者の状態等を確認でき
る。

通常の車椅子
・平地では操作が楽である。
・一人で使用出来る。
・使い慣れている。

中畑地区防災訓練時の写真

改善点

＊人力車の様に使用する際、ブレーキ位置が腹部の位
置になるためブレーキの位置調整が必要である。

＊一人で使用する際、牽引用バーが上にあげた状態で
固定できないため固定用のフック取り付けを要する。

＊夜間使用の為ライトを取付けたが、引き手に当たる
ため場所の変更が必要である。

＊人力車のような形で取り扱うと牽引する人は楽だが乗
員を要支援者を確認することが出来ない為、対策・使
用方法を考える必要がある。

＊下る際に牽引用バーの位置でブレーキをかけると傾斜
角度と重心位置の関係で前輪が浮くような形になるこ
とがあった為、使用方法の検討が必要である。



【まとめ】

１．ハザードマップに合わせて避難経路を確認したが、

砂防ダムが建設されているため、危険区域の再調

査が必要。

２．アンケートより、災害時には「自宅が安全である」

「まだ大丈夫」と考えている住民が多かった。

３．地区内で避難連絡体制があるので、それに基づいた

「声掛け」を継続。

４．避難用車椅子での避難検証を継続し、改良が必要で

ある。



【今後の課題】

避難しない人をゼロにする

★「自助」、「共助」を第１選択

★個別避難のカード活用

マンパワーとなる学生支援

★防災訓練等への継続参加

★顔の見える関係の構築

★避難時の連絡体制の構築

避難用車椅子の不具合等の改善、活用

★避難時の活用方法の検討



研究にご協力いただきました中畑地区の皆様

ありがとうございました。

広島国際大学

保健医療学部救急救命学科

友安陽子

防災研究会学生

令和4年3月10日






